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運営指導委員会の指導を受けて 
本学校園では，研究開発の方向性について外部の先生方の専門的な見地からご指導いただくため，運営

指導委員会を年間３回（研究会を含む）開催しています。 

＜運営指導委員の先生方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「希望（のぞみ）」では，次のような能力や価値観の育成を目指しています！ 

※「・・・」は９年時に目指す姿です。子どもたちは，毎時間の振り返りの中で，このようなめざす力

が付いたのかどうかを自己評価や相互評価をしながら学習を進めています。 
 

〇 キャリアプランニング能力（なりたい自分になる力） 
「役割や仕事に責任をもって取り組んだり，意欲をもって学んだりしながら， 
自分と社会とのつながりについて考え，自分の将来や生き方を描くことができる。」 
〇 人間関係形成・社会形成能力（関係を構築する力） 
「相手の立場や気もちを尊重しながら考えを分かりやすく伝え合ったり， 
相手の考えから自分自身を客観的に見つめたりするとともに，全体の情況を 
見通しながら，集団のさまざまな意見に折り合いをつけ，全体の意見として 
まとめていくことができる。」 
〇 課題対応能力（達成へ向かう力） 
「地域社会とのかかわりの中で，新たに挑戦してみたいことを見つけて， 
見通しをもって計画立案を繰り返し，自ら目標を決め，最後まで行動することができる。」 

 

 

〇 自律  
「『なりたい自分』に向かって目標をもち，最後までやりきる大切さに気づく。」 
〇 共生  
「様々な人とかかわる中で，相手の気もちを尊重しながら伝え合うことの楽しさや大切さに気づく。」 
〇 参画  
「よりよい集団や社会をめざし，自らすすんで問題を見つけ，その解決に向けて具体的に計画・立案・ 
実行することの大切さに気づく。」 

研究開発だより 

「希望（のぞみ）」の学習を通して，様々な人々とともに，積極的に，粘り強く課題解決に取り
組む中で，社会において有為な人となるべく自己の向上をはかる子どもの育成を目指します！ 

小原 友行 先生（広島大学大学院教育学研究科教授） 

天笠 茂  先生（千葉大学教育学部教授） 

無藤 隆  先生（白梅学園大学子ども学部教授） 

深澤 清治 先生（広島大学大学院教育学研究科教授） 

朝倉 淳  先生（広島大学大学院教育学研究科教授） 

北川 千幸 先生（広島県教育委員会教育部義務教育指導課課長） 

岩田 嘉憲 先生（広島県東部教育事務所教育指導課課長） 

瓜生 八百実 先生（三原市教育委員会教育長） 

本年度の第１回の会を６月 26 日（金）に開催し，６名の運営指導委員の先生方に，研究の進捗状況を

報告した後，授業を見ていただき，ご指導・ご助言をいただきました。 

運営指導委員の先生方からは，「これまでの３年間の成果を，４年目・５年目に向けて発展させること

ができている。」「関心・意欲・態度を育てるための指導法の開発が求められている。」「断片的な知識をつ

ないでネットワーク化していくことが大切だ。」「子どもたち自身が，主体的にどう変わったかを知るため

の自己評価力を付けることができるようにすることが大切だ」などのご指導をいただきました。今後も，

社会的自立の基礎となる能力や価値観を学校教育活動全体を通して育てていくため，「希望（のぞみ）」及

び保育・教科の中で，幼小中の教職員が一体となって取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 



 

 

 

今年度から，「希望（のぞみ）」の時間だけでなく，全教科の学習を通して，前記の能力や価値観を育成

していこうと考え，「希望（のぞみ）」に加え，教科の研究授業も参観していただきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本物の 
ジュース 
みたいな 
色水が 

できたよ！ 

「研究開発だより」（カラー版）を HPに掲載していますので，併せてご覧ください。  

http://www.hiroshima-u.ac.jp/fmihara/kenkyu/ 

 


